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短報

オーストラリア産輸入牛から分離し実験室内で

継代に成功した単包虫について

中尾稔大西健児久津見晴彦

（昭和61年４月２日受領）

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：ＥＣ/zﾉﾉzococczJsgγα〃〃/osns，

Ｃｈｉｎｅｓｅｈａｍｓｔｅｒ

sterilehydatid，Australiancattle，isolation，

最近，オーストラリアから生体のまま輸入される肉牛

が増加しつつあり，｝屠畜検査で肝臓や肺などから無原頭

節性の単包虫（ＥＣ/mzococc"ｓｇγα""/osms，sterilehy

datid）がしばしば発見されている（Sasakicta/､，1984；

三田ら，1984；東京都多摩食肉衛生検査所,1984)．我々

はこの未熟な包虫組織を実験動物の腹腔内へ移植し，新

たな単包虫株を分離することに成功したので，その概要

を報告する．

1984年１１月，東京都多摩食肉衛生検査所においてオー

ストラリア産の肉牛（去勢牛，推定年齢2～3歳）から摘

出した単包虫の寄生臓器（肝臓，肺，心臓）を入手し，

生のまま氷冷しつつ，実験室に持ち帰った．包虫は直径

5～１５ｍｍの小型のものが多く（Ｆｉｇ．１)，内部は包虫

液で満たされていた．ガラス板で圧平した数箇所の包虫

組織を顕微鏡で観察したところ，原頭節は全く認められ

なかった．後日，組織標本を作成して，精査したが，包

虫はクチクラ層と薄い胚細胞層から構成されており

(Fig.２)，繁殖胞や原頭節は存在しなかった．肺から得

た包虫組織をハサミで細切し，この切片を滅菌したダル

ベッコＰＢＳ（日水製薬）で洗浄して，３カ月齢の雄チャ

イニーズハムスター（Ｃγice、/"sg7jsezJs,ＣＨＡコロニ

ー）５頭の腹腔内へ外科的に移植した．飼育中２頭が死

亡し，これらは検査できなかったが，残りの３頭を移植

後２カ月に剖検したところ，２頭は陰性であったが，１

頭には直径４ｍｍの球形の包虫がひとつだけ腸間膜に癒

着した状態で発育していた．これを摘出し，ＰＢＳに浸し

て，実体顕微鏡で透過光により観察したが，内部は無構

造であった．この包虫をハサミで２分割し，再び，３カ

月齢の雄チャイニーズハムスター２頭の腹腔内へ外科的

に移植した．飼育中1頭は死亡したが，残りの１頭は生

存し，移植後１４カ月に剖検した．腹腔内には直径８ｍｍ

に発育した球形の包虫がひとつだけ認められ（Ｆｉｇ．３)，

これは周囲の臓器から完全に遊離していた．実体顕微鏡

で包虫を観察すると，内壁には付着した繁殖胞が多数観

察された（Ｆｉｇ．４)．包虫をＰＢＳ中でピンセットにより

引き裂くと，包虫液と共に繁殖胞や原頭節が遊離した

が，包虫内部には娘胞は形成されていなかった．原頭節

は形態的に完成し（Ｆｉｇ．５)，活発に運動していた．継

代２代目で己初めて得られたこれらの原頭節は包虫壁など

の他の包虫成分と共にチャイニーズハムスターの腹腔に

接種しており，現在，経過観察中である．なお，単包虫

が感染していたチャイニーズハムスターには脾腫やリン

ペ節の腫大はゑられなかった．

家畜などから採取した単包虫の原頭節を実験動物の腹

腔内に接種して，２次包虫症の実験モデルを作成するこ

とは以前から報告されている(Heath，1970；Thompson，

1976；DeRyckeandPennoit-DeCooman，1978)．

しかし単包虫の胚細胞層の移植では２次包虫は発育し

ないといわれており（Ｓｗｅａｔｍａｎｅｔａ/､,1963)，いまま

でこの方法が単包虫株の分離に応用された例はほとんど

ない．我々は多包虫症患者の無原頭節性の包虫組織から

チャイニーズハムスターを用いて，多包虫株を分離する

ことに成功した経験があり（Ohnishictu/､，1985)，

無原頭節性の単包虫でもその胚細胞層は好適な環境に移

されれば，包虫組織形成能を発現すると想像していた

が，今回の成功でこの仮説が実証された．

オーストラリアに分布する単包虫には，その生活環が

羊と犬（domesticcycle）で，またはカンガルーとデイ

本研究は昭和60年度文部省科学研究費（一般研究Ｃ，

課題番号60570168,代表者：久津見晴彦）の補助を受け
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FiglUnilocularhydatid（ＵＨ）foundinthelungsofnaturallyinfectedAustraliancattle・Scale
bar＝５ｃｍ・

Fig2Histologicalspecimenofunilocularhydatidinthecattlelungs・Germinallayer（ＧＬ)，lami-

natedlayer（LL）andhostcomponents（ＨＣ)．HEstaining・Scalebar＝１００βｍ、
Fig3Secondaryunilocularhydatid（ＳＵＨ）completelyseparatedfromintraperitonealvisceraof
Chinesehamster・Scalebar＝３ｃｍ・

Fig4Sphericalcystcontainingmanybroodcapsules（BC)．Scalebar＝５ｍｍ、

Fig5Broodcapsule（BC）andprotoscolices（PS）recoveredfromthesecondaryunilocularhydatid・
Scalebar＝ｌＯＯＩｕｍ．

ソゴ（sylvaticcycle）で維持されている系統が考えら美甘和哉教授に深謝いたします．

れており，さらに本士とタスマニア島には地理的に隔離

文献された２系統のdomesticcycleが存在するといわれて

いる（ThompsonandKumaratilake,1982；Kumarati- l）DeRycke，Ｐ・HandPennoit-DeCooman，

lakeandThompson，1982)．我々が分離した単包虫株Ｅ・（1978）：SerialpassagesoflarvalEchノー

がどのような系統に位置するのかは全く不明であり，今 〃ococczJsgγα〃zJ〃ｓｍｓｆｒｏｍｅｑｕｉｎｅｏｒｉｇｉｎｉｎ

ｍｉｃｅ・LInfectionwithprotoscolices、Ｚ、
後，生物学的な特性についても詳細に検討していきた

Parasitenkd.，55,229-234．
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SUCCESSFUL ISOLATION OF LARVAL ECHINOCOCCUS GRANULOSUS

FROM STERILE HYDATID OF AUSTRALIAN CATTLE ORIGIN

MINORU NAKAO, KENJI OHNISHI AND HARUHIKO KUTSUMI

(Department ofParasitology, Asahikawa Medical College,

Asahikawa-shi, Hokkaido 078, Japan)

Sterile unilocular hydatid was collected from the lungs of a naturally infected cattle which was

imported from Australia into Japan. Small pieces of the cyst wall with germinal layer were surgically

implanted into the peritoneal cavity of Chinese hamsters. Only one animal autopsied 2 months after

implantation was positive for secondary sterile cyst of 4mm in diameter. The cyst wall obtained from

this source was also implanted into recipient animals for next passage. Single fertile cyst of 8mm in di

ameter containing brood capsules and protoscolices was found in a recipient passaged 14 months previ

ously. Third generation of the isolate of larval Echinococcus granulosus is under observation with Chinese

hamsters inoculated the protoscolices intraperitoneally.

These results suggest that histogenesis of the germinal layer cells of sterile unilocular hydatid

occurred after these cells were transferred to a favorable environment.
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